
2-1「粘着力増加係数」を追加
各層毎に粘着力増加係数を考慮した土圧の計算に対応いたしました。
※建築基礎のための地盤改良設計指針案の「建築基礎」には対応しておりません。
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直接基礎（改良）の設計 Ver.4
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入力イメージ

出力イメージ

「直接基礎（改良）の設計」は直接基礎の安定計算や地盤改良層厚の
計算、深層混合改良の計算、地盤種別の計算を行うプログラムです。
今回リリースするVer.4の追加機能の概要を以下に紹介します。



●改良体 1 本当たりの極限支持力 Ru

●複合地盤としての極限支持力 qa1

〈考慮する場合〉

〈考慮しない場合〉

〈考慮する場合〉

〈考慮しない場合〉

周面摩擦力度τdi の考慮に関する入力・選択の改良
改良体1本当たりの極限支持力Ru、複合地盤としての極限支持力qa1算出時に周面摩擦力度を
考慮するかどうかの選択を個別に設定できるようにいたしました。
なお、τdiは地層毎に入力します。
※深層混合処理工法設計・施工マニュアルには対応しておりません。
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許容支持力度計算で、計算結果画面より支持力係数の編集機能を追加
計算結果の画面に支持力係数の編集ができるボタンを追加いたしました。
この機能により、任意の支持力係数にて再計算を行う事ができます。

起動時に表示されるデータ選択画面、もしくは画面左上にある「ファイル」の項目から、
「液状化の検討」データより新規作成」を選択します。
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「2018年版建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」に対応
①液状化の検討結果を考慮した計算に対応
液状化の検討結果を考慮した計算機能を追加いたしました。
なお、この機能では「液状化の検討Ver4.1（同時リリース予定）」のデータを基にした新規作成が可能です。
また、上記の方法以外に入力値による液状化対象層の設定も可能です。
※深層混合処理工法設計・施工マニュアルには対応しておりません。
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※建築基礎のための地盤改良設計指針案には対応しておりません

入力画面イメージ

「液状化の検討 Ver4.1」データの読込み



出力イメージ

今回の機能追加により、以下の計算内容に影響します。

●改良体周面摩擦力τdi の考慮の判定（液状化対象層はτdi=0 となります）

●地盤の液状化による水平地盤反力係数の低減
「液状化の検討Ver4.1（同時リリース予定）」のデータより新規作成した場合には自動算出（注1）され、
入力値の場合は補正係数βの値を入力値により設定します。
なお、補正係数βは以下の式に用いられます。

（注1）.「2018年版建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針」P.225 図12.6.9より算出します。

入力画面イメージ

●「液状化の検討 Ver4.1」のデータを基に新規作成した場合

●既存のデータを読み込み、入力値にて液状化対象層を設定する場合



②2層地盤からなる地盤の鉛直支持力計算に対応
下部地盤の地層が一様で無い場合にその影響を考慮した下部地盤の許容鉛直支持力度の
計算を行う事が出来るようにいたしました。
※建築基礎のための地盤改良設計指針案の「建築基礎」のみ対応しています。

③全層鉛直攪拌式混合工法（中層混合処理工法）の計算に対応
全層鉛直攪拌式混合工法（中層混合処理工法）の計算への対応として、改良体形状で

「矩形」を選択可能にいたしました。

なお、改良率αpは1.0となります。
※深層混合処理工法設計・施工マニュアルには対応しておりません。

上図のように、砂層を伝わって下方の粘土層に生じる荷重と下部粘土層の支持力値を
比較し、下部粘土層の支持力に対する安全性を確認します。



[ 左側のみ ] [ 右側のみ ][ 左右両側 ]

④杭形式の中地震時改良体分担荷重Qp算出、大地震時改良体に作用する水平力Qu算出の改定に対応
別途、地震震度と基礎部分の重量を適切に評価して求めた基礎部分の慣性力を加算します。
※建築基礎のための地盤改良設計指針案の「建築基礎」のみ対応しています。

●中地震時 ●大地震時

3-1 荷重分散角を考慮する際に、考慮する位置の選択機能を追加
荷重分散角を考慮する位置を「左側のみ」「右側のみ」「左右両側」から選択できるようにいたしました。

追加・改良機能概要【地盤改良厚】3

●道路土工指針・土地改良水路工指針の場合

●道路土工指針・土地改良水路工指針以外の場合

●道路土工指針・土地改良水路工指針の場合（形状図イメージ）

●道路土工指針・土地改良水路工指針以外の場合（形状図イメージ）

[ 左側のみ ] [ 右側のみ ][ 左右両側 ]

[ 左側のみ ] [ 右側のみ ][ 左右両側 ]

[ 左側のみ ] [ 右側のみ ][ 左右両側 ]



3-2 地盤改良前（改良厚0ｍ）の検討に対応
地盤改良前の検討への対応として、改良厚0mの場合の計算機能を追加いたしました。
基礎直下の改良前の現地盤の許容支持力度、極限鉛直支持力度の検討を行います。

3-3 改良体設計基準強度の算定に対応
改良体設計基準強度の算定機能を追加いたしました。

出力イメージ

3-4 パンチング破壊の検討に対応
パンチング破壊の検討機能を追加いたしました。

なお、改良地盤のせん断強度c算出時に用いるFcの値は、改良体設計基準強度の算定を行った
場合にはその計算値を、行わない場合には入力値を、それぞれ用いて算出します。

出力イメージ



〈本社〉〒550-0005 大阪市西区西本町2-3-6 山岡ビル

以上、概略のみ紹介させていただきましたが、ここでは記載していない機能もございますので、
是非最寄りの営業所やホームページなどで詳細をご確認ください。

〈東京〉03-3295-3551〈大阪〉06-6534-3551
株式会社 綜合システム

https://www.sogonet.co.jp TEL HP

3-5 作用力モーメントMの選択機能を追加
作用力モーメントMの入力について、「底版中央周り」か「底版つま先周り」から
選択して入力できるようになりました。

3-6 許容支持力度計算で、計算結果画面より支持力係数の編集機能を追加
計算結果の画面に支持力係数の編集ができるボタンを追加いたしました。
この機能により、任意の支持力係数にて再計算を行う事ができます。

入力画面イメージ


